
































専門
基礎

基礎 精神 在宅
公衆
衛生

母性 小児 成人 老年 慢性 在宅

看護理論 2

看護研究方法論 2

家族看護学特論 2

看護政策論 2 △ △

看護教育学 2 △ △

コンサルテーション論 2 △ △

看護倫理 2 △ △

看護管理学 2 △ △

フィジカルアセスメント 2 〇 〇

病態生理学 2 〇 〇

薬物治療学 2 〇 〇

看護英語論文入門Ⅰ 2

看護英語論文入門Ⅱ 2

看護技術学特論 2 ○

看護技術学演習 2 ○

人的資源活用論特論 2 ○

人的資源活用論演習 2 ○

形態機能・生体機構学特論 2 ○

形態機能・生体機構学演習 2 ○

精神看護援助方法論 2 ○

精神看護関連技法演習 2 ○

在宅看護学特論 2 ○

在宅看護学演習 2 ○

公衆衛生看護学特論 2 ○

公衆衛生看護学演習 2 ○

母性看護学特論 2 ○

母性看護学演習 2 ○

小児家族看護学特論 2 ○

小児家族看護学演習 2 ○

成人継続支援看護学特論 2 ○

成人継続支援看護学演習 2 ○

老年看護学特論 2 ○

老年看護学演習 2 ○

慢性看護学特論Ａ 2 ○

慢性看護学特論Ｂ 2 ○

慢性看護支援論Ａ 2 ○

慢性看護支援論Ｂ 2 ○

慢性看護支援論Ｃ 2 ○

慢性看護支援論演習Ⅰ 2 ○

慢性看護支援論演習Ⅱ 2 ○

在宅看護学特論Ａ 2 ○

在宅看護学特論Ｂ 2 ○

在宅看護支援論Ａ 2 ○

在宅看護支援論Ｂ 2 ○

在宅看護支援論Ｃ 2 ○

在宅看護支援論演習Ⅰ 2 ○

在宅看護支援論演習Ⅱ 2 ○

基盤看護学特別研究 8 ●

生涯健康看護学特別研究 8 ●

高度実践看護学課題研究 2 ● ●

慢性看護学実習Ⅰ 1 ○

慢性看護学実習Ⅱ 4 ○

慢性看護学実習Ⅲ 5 ○

在宅看護学実習Ⅰ 3 ○

在宅看護学実習Ⅱ 3 ○

在宅看護学実習Ⅲ 4 ○

※科目名等の詳細については、変更する可能性があります。

修了要件：研究科に2年以上在籍し、所定の授業科目について必修・選択をあわせて30単位以上（専門看護師育成コースは40単位以上）修得し、かつ必要な研究指導を受け
た上、修士論文の審査を受け合格すること。
なお、専門看護師育成コースについては、当該コースにおける必修科目を履修すること。

専
門
看
護
師
育
成
コ
ー

ス

科
目

○

共
通
科
目

(

十
単
位
以
上

)

○

看護研究コースは、共通科目
から必修4単位に加えて、6単
位以上を選択すること(特別研
究を除く)

専門看護師育成コースは、部
門必修共通科目6単位、△印
の選択科目から4単位以上を
含めて14単位以上修得するこ
と
　

専門看護師育成コースは課題
研究もしくは特別研究のいず
れか一つを選択すること

看護研究コースは、専門科目
から20単位以上（専攻する領
域の科目4単位以上を含む）を
修得すること

専門看護師育成コースは、専
攻する分野の専門科目から16
単位以上修得すること

〇印は各領域・分野の必修科
目

専
門
科
目

（
十
二
単
位
以
上
　
+
　
八
単
位
も
し
く
は
二
単
位

）

専門看護師育成コースのみ修
了要件科目となる

Ⅴ　授業科目と担当教員

 １.　授業科目

単位数 基盤看護学部門 生涯健康看護学部門
高度実践

看護学部門

修了要件授業科目名科目区分

必修 選択

看護研究コース 看護研究コース
専門看護師
育成コース
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